
賛助会員へのご加入ありがとうございました

(合)まつなが
(医)佐藤内科胃腸科クリニック
(有)三ヶ森タクシー
(医)山脇内科クリニック
黒崎整形外科・永犬丸クリニック
(株)さわやかケアサービス
(社福)善興会ケアプランセンターゴクラク

永犬丸西町:石橋伸枝さん                     永犬丸五丁目:小塚アイ子さん、                  鷹見台:佐藤美保子さん

末広和子さん                  木寺辰則さん

身近な場所でサロン（つどいの場）を開催しています

サロンはどなたでも参加できます。
みなさんと話したり、介護予防に関わることを
学んだり体験したり、楽しい時間を過ごして頂けるように
考えています。
お誘いわせの上、お気軽にお越しください。参加費は無料です。
ご不明な点があれば、お近くの民生委員・児童委員や福祉協力員、永犬丸西市民センターにお尋ねください。
みなさんのお越しをお待ちしています。

賛助会員とは、社協活動に賛同していただける市民や企業のみなさまに会
員になっていただき、地域福祉活動にご支援いただくものです。私たちが進
める事業の財源は、みなさまからの賛助会費・寄付金・共同募金、市の補助
金・受託金です。賛助会費は地域福祉活動の重要な財源になっています。
引き続き、みなさまのご支援をお願いいたします。

個人:126人、135口 135,000円
団体.法人:13件、14口 140,000円

計 275,000円

(学)コスモス城南学園八幡南幼稚園
グループホームリズレクトホーム永犬丸南
(株)サニーライフ明善社三ヶ森斎場
永犬丸西放課後児童クラブ運営委員会
永犬丸西小学校父母教師会
永犬丸五丁目町内会

【団体.法人会員様】 （敬称略・順不同）

＊賛助会員のご芳名は、八幡西区社会福祉協議会だより1月号に掲載予定です。

受賞おめでとうございます
令和７年度 社会福祉奉仕者（個人）として、北九州市社会福祉協議会会長より、表彰を受けられました。
日頃から地域福祉活動推進にご尽力いただきありがとうございます。今後も地域福祉推進のためご活躍いただきます
ようお願いいたします。

場所 日時

永犬丸西町・永犬丸５丁目 永犬丸西町集会所 １２月１３日（土）１３時～

鷹見台 鷹見台会館 １２月２１日（日）１０時～

永犬丸南町 永犬丸南町公民館 １１月３０日（日）１０時～

（サロン・サロン準備会の様子）

社 協 だ よ り
発 行 永犬丸西校区社会福祉協議会
発行者 木下 義憲
編 集 広報部会
発行日 令和７年１０月

地域で福祉活動に
携わる人材育成と

次世代の
活動者を
育成します

高齢社会の
基盤づくり

地域福祉の
まちづくり

ボランティア
育成・啓発

地域福祉の
人づくり

ふれあい
ネットワーク

活動 を進め、地域
の福祉を進めます。

高齢者の
介護予防や
自立支援活動を
実施します。

被災地でのボラン
ティア活動など、
活動者育成を
目指します。



令和７年度 ウェルクラブの報告

７月２４日（木） 開講式

７月２４日（木）防災クッキング

７月３１日（木） 人権講座受講

８月４日（木） 高齢者のお宅を訪問

８月７日（木） 永犬丸西町・永犬丸５丁目 合同サロンのお手伝い

８月９日（土）三世代交流サロン 手話ダンス

８月２０日（水）壁新聞づくり

永犬丸西校区社会福祉協議会だより「きずな」は皆さまからの賛助会費で発行しています。

ウェルクラブ活動は、地域の宝である子どもたちに「ふれあいネットワーク活動」等を 体験してもらうことによって、次の
世代の子どもたちと保護者などの世代に対して、福祉の風土づくりを進めるものです。この子どもたちの活動を、
Well(適切、親切)・Wellcome(歓迎)・Welfare(福祉)をイメージして「ウェルクラブ(Wellclub)」と名づ けています。

１０月１日から「赤い羽根共同募金」が始まりました。「赤い羽根共同募金」にお寄せいただいた募金は、地
域福祉活動を行う団体へ配分され、身近な助け合い活動に役立てられます。みなさまのご協力をお願いし
ます。募金箱は、各市民センターや区役所内に設置しています。

会長からウェルクラブのみんなに名札を渡して、ウェルクラブを楽しみましょうとお話
がありました。

今年の夏の「ウェルクラブ体験」を、模造紙に写真を貼って、みんなで壁新聞を作り
ました。壁新聞は市民センターの「永西まつり」で飾っていただくほか、永犬丸西小
学校でも公開していただく予定です。是非、見てみてください。

ヒップホップダンスのインストラクターで、全国優勝の実績もある、
GANTZ  DANCE SCHOOLの上田育先生から手話ダンスを教えてい
ただきました。曲は「３６５歩のマーチ」と「世界に一つだけの花」です。音
楽に合わせて、歌詞の手話をしながら体全体を使って踊るものです。最
初は頭と体が上手く合わなかったけれど、大人も子どもも一生懸命練習
して、何とか踊れるようになり、楽しいひと時になりました。

合同サロンでは、みんな一緒に「囲碁ボール」を楽しみました。
囲碁ボールは、２チームに分かれて、各10個のボールを碁盤に見立てた49個
の穴のあるマットに向かって、スティックで打って、並び方などで得点を競うゲー
ムです。ワイワイ・ガヤガヤ楽しんだ後、冷たいフルーツ寒天を食べながら、交流
を楽しみました。

防災士の大久保大助先生と一緒に防災食の親子丼を作りました。
ビニール袋でご飯を炊いて、焼鳥缶と卵、玉ねぎをビニール袋に入れて丼の具を
作りました。ご飯の上に具をかけて、親子丼の出来上がり！とてもおいしくいただき
ました。先生から、こうしておいしい丼を食べられるのは、災害の時に自分が助
かってからのことなので、命を守る行動が大切だとお話があり、地震や豪雨など
災害の話をしていただきました。

ＰＬＳ（原発性側索硬化症）という100万人に1人の難病にかかった落水洋介さんから、「難病がく
れた宝物～僕は今が一番幸せです～」と題して講演がありました。
病気がわかった時は落ち込んだけれど、いろいろな事に挑戦して、会社を作り、テレビにも出演でき
るようになるなど、出来ることが増えている。病気がなければ出会わなかった方とも出会いがあり
「今が一番幸せ」と言えると笑いを交えながらお話いただきました。

一人暮らしの高齢者を中心に、福祉協力員さんが毎月配っている、健康や
災害への備え、フレイル予防などの情報紙「お元気ですか？」８月号を持って、
高齢の方のお宅を訪問しました。子どもたちの訪問に皆さん笑顔があふれて、
とてもうれしそうでした。これからもお元気でいてください。
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